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(57)【要約】
【課題】養生マットを敷設せずとも高湿度を持続でき、
さらにより効率的な湿度管理の実施が可能な、打設コン
クリートの養生装置及び養生方法を提供すること。
【解決手段】打設したコンクリートを養生するための養
生装置であって、コンクリートの打設区間を自動的に往
復走行可能な自走体と、前記自走体に搭載し、自動的な
旋回運動により前記打設コンクリートに噴霧可能な噴霧
装置と、からなることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
打設したコンクリートを養生するための養生装置であって、
コンクリートの打設区間を自動的に往復走行可能な、自走体と、
前記自走体に搭載し、自動的な旋回運動により前記打設コンクリートに噴霧可能な、噴霧
装置と、
からなることを特徴とする、打設コンクリートの養生装置。
【請求項２】
前記自走体が、
前記コンクリート表面から上方に間隔を設けた位置から前記打設区間の幅方向に跨って延
伸した載置台と、
前記載置台の両側に設け、前記打設区間の外縁部を走行する走行手段と、
からなる、請求項１に記載の打設コンクリートの養生装置。
【請求項３】
前記噴霧装置の風量及び水量を自動制御自在に構成してある、請求項１又は２の何れか１
項に記載の打設コンクリートの養生装置。
【請求項４】
前記自走体の走行区間及び走行速度を自動制御自在に構成してある、請求項１乃至３の何
れか１項に記載の打設コンクリートの養生装置。
【請求項５】
前記走行手段が、先行するコンクリートフィニッシャの走行機構を兼用して走行するよう
構成してある、請求項２乃至４の何れか１項に記載の打設コンクリートの養生装置。
【請求項６】
請求項１乃至５の何れかに記載の養生装置を用いた打設コンクリートの養生方法であって
、
前記養生装置を前記コンクリート打設区間内で往復移動させながら、自動的な旋回運動に
より前記打設コンクリートに噴霧することを特徴とする、
打設コンクリートの養生方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、打設したコンクリート表面を養生するための養生装置及び養生方法に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　コンクリート整形施工後の表面クラックを防止する一般的な方法としては、コンクリー
ト打設面の周辺に散水を行って周囲の湿度を９０％程度に保つことで熱源を吸収し、コン
クリートの打設後に化学反応によって生じる発熱の内外温度差を低くしながら養生を行う
方法がある。
【０００３】
　コンクリート打設面への散水態様には種々の方法が考案されている。
　例えば、特許文献１に記載された散水車は、複数の散水孔を有し、車輌本体の側面に基
端部を回動可能に支承して他端を支持部材によって水平状態を保持するように張架するよ
う構成することで、養生中のコンクリート上に車輌を乗り入れることなく散水することを
可能とした発明である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１１６６７３号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上記従来の養生方法では、以下の様な問題のうち、少なくとも一つの問題を有
する。
（１）散水前にコンクリート打設面に対して養生材の散布、養生マットの敷設を行う必要
があり、さらに養生完了後にも、養生マットの撤去や廃棄処分を行う必要がある。
（２）コンクリート打設面周辺に対する湿度管理は、少なくとも打設後７２時間程度維持
させることが求められるため、定期的に人力による散水作業を行う必要がある。
（３）養生マットの敷設作業や散水作業は、打設したコンクリートがある程度固まってか
ら行う必要があるため、その待機時間分、作業が滞る場合がある。
（４）上記（１）による養生剤、養生マットの材料費、（１）及び（２）による人員の確
保、或いは（３）による施工工期の延長、等の各種要因に相当する施工費用の負担が避け
られない。
【０００６】
　すなわち、本願発明は、養生マットを敷設せずとも高湿度を持続でき、さらにより効率
的な湿度管理の実施が可能な、打設コンクリートの養生装置及び養生方法の提供を目的と
するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決すべくなされた本願の第１発明は、打設したコンクリートを養生するた
めの養生装置であって、コンクリートの打設区間を自動的に往復走行可能な、自走体と、
前記自走体に搭載し、自動的な旋回運動により前記打設コンクリートに噴霧可能な、噴霧
装置と、からなることを特徴とする、打設コンクリートの養生装置を提供するものである
。
【０００８】
　また、本願の第２発明は、前記自走体が、前記コンクリート表面から上方に間隔を設け
た位置から前記打設区間の幅方向に跨って延伸した載置台と、前記載置台の両側に設け、
前記打設区間の外縁部を走行する走行手段と、からなる、前記第１発明に記載の打設コン
クリートの養生装置を提供するものである。
【０００９】
　また、本願の第３発明は、前記噴霧装置の風量及び水量を自動制御自在に構成してある
、前記第１又は第２発明に記載の打設コンクリートの養生装置を提供するものである。
【００１０】
　また、本願の第４発明は、前記自走体の走行区間及び走行速度を自動制御自在に構成し
てある、前記第１乃至第３発明の何れかに記載の打設コンクリートの養生装置を提供する
ものである。
【００１１】
　また、本願の第５発明は、前記走行手段が、先行するコンクリートフィニッシャの走行
機構を兼用して走行するよう構成してある、前記第２発明乃至第４発明の何れかに記載の
打設コンクリートの養生装置を提供するものである。
【００１２】
　また、本願の第６発明は、前記第１乃至５発明の何れかに記載の養生装置を用いたコン
クリート表面の養生方法であって、前記養生装置を前記コンクリート打設区間内で往復移
動させながら、自動的な旋回運動により前記打設コンクリートに噴霧することを特徴とす
る、打設コンクリートの養生方法を提供するものである。
【発明の効果】
【００１３】
　本願発明によれば、下記に示す効果のうち、少なくとも何れか一つを得ることができる
。
（１）コンクリートの打設区間内で自動的に噴霧作業を行うため、安定した湿度管理を実
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現でき、保水性を確保すべく別途養生マットを敷設する必要が無くなる。
（２）養生マットは、前記（１）に記載した保水性の確保に加えて、従来の散水の水圧に
よって生じる打設コンクリートの表面の荒れを防ぐ観点からもその敷設が要求されている
ところ、本願発明で用いる養生用の霧は、従来の散水と比較して打設コンクリート表面に
強い水圧を与えることが無い為、養生マットを敷設せずとも打設コンクリート表面を荒ら
すことが無い。
（３）養生マットの敷設作業にあたって、打設コンクリートがある程度固まるのを待つ必
要があるところ、本願発明では、コンクリートの打設作業とほぼ同じタイミングで湿度管
理が開始できる。
（４）養生マットの敷設・撤去作業、散水作業に対する人員確保、養生剤や養生マットの
購入費用、養生マットの産廃処分費用が不要となる。
（５）噴霧作業を機械制御することにより、人力よりも均一な散水、並びに安定した湿度
管理が可能となる。
（６）先行するコンクリートフィニッシャの走行機構を兼用した場合、噴霧装置の為に別
途走行機構を設ける必要が無く、より経済的である。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本願発明に係る養生装置の基本モデルを示す概略図。
【図２】本願発明に係る養生装置の構成を示す側面概略図。
【図３】本願発明に係る養生方法の実施例を示す概略図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、各図面を参照しながら、本願発明に係る養生装置及び養生方法の実施例について
説明する。
　なお、本願発明に係る養生装置は、屋内、屋外を問わず実施することが可能であるが、
より好ましくは、外気に影響を受けにくい条件（屋内などの閉塞空間や、風の少ない屋外
）において使用する場合、後述する噴霧装置による霧が打設コンクリートの表面付近で滞
留しやすいため、湿度管理が容易である点において好適である。
【実施例１】
【００１６】
＜１＞前提
　図１は、本願発明に係る養生装置の基本モデルを示す概略図である。
　本実施例に係る養生装置Ａは、トンネル内部において路面を構築する為にコンクリート
を打設した区間（コンクリート打設区間Ｃ）を養生するために用いるものである。
【００１７】
［コンクリートの打設・整形・仕上げ］
　本実施例では、養生装置Ａにおける噴霧・養生作業にやや先行する形で、コンクリート
の打設作業、若しくはコンクリートの打設作業に加えてコンクリート打設区間の整形作業
を適宜行っても良い。
　コンクリートの打設作業は、周知の手段を用いればよく、特段限定するものではない。
　コンクリート打設区間Ｃの整形作業は、機械又は人力等、周知の手段を用いればよく特
段限定するものではないが、本実施例では、コンクリートフィニッシャＢを用いるものと
する。
　コンクリートフィニッシャＢは、コンクリート打設区間Ｃのうち、コンクリートが打設
されたままの区間（未整形区間Ｃ１）を走行して、路面を整形した区間（整形区間Ｃ２）
へと遷移させる形式が一般的であり、周知の装置を用いることができる。
　その他、コンクリートフィニッシャＢの走行機構は、レール式、キャタピラ式、タイヤ
式など周知の機構を採用することができるが、本願発明では何れかの機構について特段限
定するものではない。
【００１８】
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　なお、コンクリートフィニッシャＢによる整形作業後、さらに人力等によって仕上げ加
工などを施す場合もあるが、本実施例では説明を省略する。
【００１９】
＜２＞養生装置
　養生装置Ａは、コンクリート打設区間周辺の湿度管理を行うための装置である。
　本実施例に係る養生装置Ａは、コンクリート打設区間Ｃを自動的に往復走行可能な、自
走体１と、前記自走体１に搭載し、少なくとも略鉛直方向を軸心として、自動的に旋回（
首振り）運動しながらコンクリート打設区間Ｃのコンクリート表面に噴霧可能な、噴霧装
置２と、を少なくとも含んで構成するものである。
【００２０】
＜３＞自走体
　図２は、養生装置の構成を示す側面概略図である。
　自走体１は、該自走体１に搭載した噴霧装置２を、コンクリート打設区間上で移動させ
るための装置である。
　自走体１は、コンクリート表面から上方に間隔を設けた位置から前記コンクリート打設
区間の幅方向に跨って延伸した載置台１１と、前記載置台１１の両側に設け、コンクリー
ト打設区間Ｃの両外側にある外縁部Ｄを走行する走行手段１２と、でもって構成すること
ができる。
【００２１】
　［載置台］
　載置台１１は、噴霧装置２や、給水タンク３、発電機４、受け皿５などのその他の搭載
装置を載置するための装置である。
　載置台１１は、鋼板や、鋼材を複数配置して一体化した平板状の部材等、周知の構造態
様を採用することができる。
　なお、本実施例では、幅方向に分割した分割体１１１、１１２をそれぞれ連結すること
により載置台１１を構成している。この場合、各分割体の長さを交換することで、コンク
リートの打設幅の伸縮に柔軟に対応することができる。
　また、給水タンク３と発電機４は各側端部近傍に設置して、適当な重量バランスとなる
ように設計している。
　受け皿５は、前記した噴霧装置２や、給水タンク３を載せる皿状の部材であり、噴霧装
置２や、給水タンク３からこぼれた水が打設したコンクリートの表面に落下することを防
止する。
　また、載置台１１には、適宜リブなどを設けて補強（図示せず）するなどして、噴霧装
置２やその他の搭載装置の重量に耐えうるだけの剛性を備えるよう設計する。
【００２２】
　［走行手段］
　走行手段１２は、前記載置台１１の両端の下方若しくは側方等に設けるものであって、
前記外縁部Ｄを走行するための装置である。
　本実施例では、コンクリートフィニッシャＢ用の走行機構（レール式）を兼用する態様
としてあるため、自走手段１１はコンクリート打設面の両外側に位置した外縁部Ｄに予め
設置してある、コンクリートフィニッシャ用の軌道レールを走行する機構としている。
　なお、本願発明は走行手段１２の走行機構をコンクリートフィニッシャＢの走行機構に
兼用させる点を必須の要件とするものではなく、タイヤ式、キャタピラ式など、周知の走
行機構を採用することができる。
【００２３】
［走行方向の切り換え制御］
　自走体１は、コンクリート打設区間Ｃ内を往復するものであるところ、走行方向（往路
及び復路）の切り替えは、各種の方法を採用することができる。
　例えば、走行軌道上において、走行方向を切り換えたい位置にストッパを設置しておき
、走行体に設けたリミットスイッチとストッパとの接触によって、走行方向を切り換える
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よう、構成することができる。
　その他、自走体１に赤外線などの近接センサを設けて、コンクリートフィニッシャＢや
前記のストッパ等との接近を検知した場合に、走行方向を切り換えるよう構成することも
できる。
　また、前記の切り換え方法と独立或いは併用する形で、載置台１１の底面などに設けた
湿度センサの値でもって、コンクリート表面の湿度が低い箇所を重点的に往来したり、自
走体の走行速度を遅くさせるよう、構成することもできる。
【００２４】
［走行速度の制御］
　また、前記自走体１の走行速度を可変とし、それらを自動制御自在に構成しておくこと
もできる。これらの値の制御は、現場の諸条件に応じて適宜設定すればよい。
【００２５】
＜４＞噴霧装置
　噴霧装置２は、前記自走体１に搭載して、コンクリート打設区間Ｃのコンクリート表面
に噴霧するための装置である。
　本発明の噴霧装置２は、少なくとも、コンクリート打設区間Ｃの幅方向に対して自動的
に旋回運動可能な構成を呈するものであれば、如何なる噴霧装置を用いても良い。
　なお、本実施例に係る噴霧装置２は、加圧水をノズル先端から噴出し、ファンによる気
流にのせて霧を放出する送風手段２１と、前記送風手段２１を略鉛直方向を軸心として回
動自在とした第１の回動軸２２と、前記送風手段２１を旋回させる第２の回動軸２３と、
前記第２の回動軸２３を上下に揺動させて仰角を形成する、アーチ型を呈する仰角調整手
段２４とを備えている。
　そして、仰角調整手段２４でもって送風手段２１による噴霧の上下方向を設定し、前記
第２の回動軸２３でもって自動的に旋回運動させることで、養生装置Ａの前面若しくは背
面の任意の位置に対して噴霧を実施する。
　噴霧装置２の旋回角度は、リミットスイッチなどの回転角度調整機構（図示せず）を設
けることで、任意に設定すればよい。
【００２６】
［噴霧条件の制御］
　また、前記噴霧装置２の風量及び水量を自動制御自在に構成しておくこともできる。こ
れらの値の制御は、現場の諸条件に応じて適宜設定すればよい。
【００２７】
＜５＞使用方法
　本実施例に係る養生装置Ａの使用例を、図３を参照しながら説明する。
　図３は、本実施例の養生装置Ａと先行するコンクリートフィニッシャＢの走行例とを示
す概略図である。
【００２８】
（１）整形開始（図３（ａ））
　開始線ＥからコンクリートフィニッシャＢを走行させて、コンクリート打設面Ｃの整形
を開始する。
　このとき、養生装置Ａは、コンクリートフィニッシャＢの後方で待機している。
【００２９】
（２）噴霧開始（図３（ｂ））
　コンクリートフィニッシャＢがある程度前進した時点で、養生装置Ａ内の噴霧装置２を
起動し、自動旋回による噴霧作業を開始する。このとき、噴霧方向を背面側としてある場
合には特段問題が無いものの、噴霧方向を前面側としてある場合には自走体１を停止させ
た状態である程度噴霧を行ってから、自走体１１の走行を開始させ、開始部分の湿度ムラ
が起きないよう配慮してもよい。
　養生装置Ａ及びコンクリートフィニッシャＢはそれぞれ並行して各作業を進行すること
ができる。このとき、養生装置ＡとコンクリートフィニッシャＢとの間にストッパ５１を
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適宜配置することができる。
【００３０】
（３）往路から復路への切り換え（図３（ｃ））
　自走体１に設けたリミットスイッチ（図示せず）がストッパ６１と接触することにより
、自走体１は走行方向を切り換えて、後方に進行する。このとき、養生装置Ａの後方にも
別途ストッパ６２を適宜配置しておき、自走体１の走行方向の再切り換えに備える。
　コンクリートフィニッシャＢは前進による整形作業を継続している。
【００３１】
（４）往路から復路への切り換え（図３（ｄ））
　自走体１に設けたリミットスイッチ（図示せず）がストッパ６２と接触することにより
、自走体１は走行方向を切り換えて、前方に進行する。
【００３２】
（５）まとめ
　上記の工程を適宜繰り返すことによって、整形区間Ｃ２に対して、自動的に噴霧作業が
実施されることとなる。
　本願発明によれば、噴霧作業が密に行われ、湿度管理が万全に行えることから、養生マ
ットの敷設作業等が不要となり、施工費用、人件費を低減でき経済的な施工が可能となる
。
【００３３】
（６）その他
　なお、本実施例では、自走体１の走行方向切り換えをストッパとリミットスイッチの組
合せにより実現しているが、前述の通り、自走体１に近接センサを用いる場合、ストッパ
の設置作業を省略することができ、更なる省人化が可能となる。
　また、湿度センサを組み合わせることで、コンクリート表面の湿度が低い箇所を重点的
に往来したり、走行速度を遅くさせることで、湿度管理をより徹底することもできる。
【実施例２】
【００３４】
　また、本願発明の養生装置は、スライドセントル（移動式トンネル型枠）によるコンク
リート打設後の養生装置として用いることもできる。この場合、養生装置Ａを構成する噴
霧装置２の噴霧方向を上下、左右に旋回自在に構成することで、トンネルの内周面の前面
に渡って噴霧することが可能となる。
【符号の説明】
【００３５】
Ａ　　養生装置
Ｂ　　コンクリートフィニッシャ
Ｃ　　コンクリート打設区間
Ｃ１　未整形区間
Ｃ２　整形区間
Ｄ　　外縁部
Ｅ　　開始線
１　　自走体
１１　載置台
１２　走行手段
２　　噴霧装置
２１　送風手段
２２　第１の回動軸
２３　第２の回動軸
２４　仰角調整手段
３　　吸水タンク
４　　発電機
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５　　受け皿
６１　ストッパ
６２　ストッパ

【図１】 【図２】
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【図３】

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月8日(2011.9.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
打設したコンクリートを養生するための養生装置であって、
コンクリートの打設区間を自動的に往復走行可能な、自走体と、
前記自走体に搭載し、自動的な旋回運動により前記打設コンクリートに噴霧可能な、噴霧
装置と、からなり、
前記自走体に設けたリミットスイッチと、前記自走体の走行軌道上に設けたストッパとに
の接触によって、前記自走体の走行方向を切り替えることを特徴とする、打設コンクリー
トの養生装置。
【請求項２】
前記噴霧装置が、
加圧水をノズル先端から噴出し、ファンによる気流にのせて霧を放出する送風手段と、
前記送風手段を、略鉛直方向を軸心として回動自在とする第１の回動軸と、
前記送風手段を旋回させる第２の回動軸と、
前記第２の回動軸を上下に揺動させて仰角を形成する、アーチ型を呈する仰角調整手段と
、を少なくとも備え、
前記仰角調整手段でもって、前記送風手段による噴霧の上下方向を設定し、前記回動軸で
もって自動的に旋回運動することによって、前記打設コンクリートに噴霧可能としたこと
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を特徴とする、請求項１に記載の打設コンクリートの養生装置。
【請求項３】
前記自走体に湿度センサを設け、該湿度センサの測定値に基づいて、自走体の走行箇所又
は走行速度を制御することを特徴とする、請求項１又は２に記載の打設コンクリートの養
生装置。
【請求項４】
前記自走体が、
前記コンクリート表面から上方に間隔を設けた位置から前記打設区間の幅方向に跨って延
伸した載置台と、
前記載置台の両側に設け、前記打設区間の外縁部を走行する走行手段と、
からなる、請求項１乃至３の何れか１項に記載の打設コンクリートの養生装置。
【請求項５】
前記走行手段が、先行するコンクリートフィニッシャの走行機構を兼用して走行するよう
構成してある、請求項４に記載の打設コンクリートの養生装置。
【請求項６】
請求項１乃至５の何れかに記載の養生装置を用いた打設コンクリートの養生方法であって
、
前記養生装置を前記コンクリート打設区間内で往復移動させながら、自動的な旋回運動に
より前記打設コンクリートに噴霧することを特徴とする、
打設コンクリートの養生方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、打設したコンクリート表面を養生するための養生装置及び養生方法に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　コンクリート整形施工後の表面クラックを防止する一般的な方法としては、コンクリー
ト打設面の周辺に散水を行って周囲の湿度を９０％程度に保つことで熱源を吸収し、コン
クリートの打設後に化学反応によって生じる発熱の内外温度差を低くしながら養生を行う
方法がある。
【０００３】
　コンクリート打設面への散水態様には種々の方法が考案されている。
　例えば、特許文献１に記載された散水車は、複数の散水孔を有し、車輌本体の側面に基
端部を回動可能に支承して他端を支持部材によって水平状態を保持するように張架するよ
う構成することで、養生中のコンクリート上に車輌を乗り入れることなく散水することを
可能とした発明である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１１６６７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上記従来の養生方法では、以下の様な問題のうち、少なくとも一つの問題を有
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する。
（１）散水前にコンクリート打設面に対して養生材の散布、養生マットの敷設を行う必要
があり、さらに養生完了後にも、養生マットの撤去や廃棄処分を行う必要がある。
（２）コンクリート打設面周辺に対する湿度管理は、少なくとも打設後７２時間程度維持
させることが求められるため、定期的に人力による散水作業を行う必要がある。
（３）養生マットの敷設作業や散水作業は、打設したコンクリートがある程度固まってか
ら行う必要があるため、その待機時間分、作業が滞る場合がある。
（４）上記（１）による養生剤、養生マットの材料費、（１）及び（２）による人員の確
保、或いは（３）による施工工期の延長、等の各種要因に相当する施工費用の負担が避け
られない。
【０００６】
　すなわち、本願発明は、養生マットを敷設せずとも高湿度を持続でき、さらにより効率
的な湿度管理の実施が可能な、打設コンクリートの養生装置及び養生方法の提供を目的と
するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決すべくなされた本願の第１発明は、打設したコンクリートを養生するた
めの養生装置であって、コンクリートの打設区間を自動的に往復走行可能な、自走体と、
前記自走体に搭載し、自動的な旋回運動により前記打設コンクリートに噴霧可能な、噴霧
装置と、からなり、前記自走体に設けたリミットスイッチと、前記自走体の走行軌道上に
設けたストッパとにの接触によって、前記自走体の走行方向を切り替えることを特徴とす
る、打設コンクリートの養生装置を提供するものである。
【０００８】
　また、本願の第２発明は、前記噴霧装置が、加圧水をノズル先端から噴出し、ファンに
よる気流にのせて霧を放出する送風手段と、前記送風手段を、略鉛直方向を軸心として回
動自在とする第１の回動軸と、前記送風手段を旋回させる第２の回動軸と、前記第２の回
動軸を上下に揺動させて仰角を形成する、アーチ型を呈する仰角調整手段と、を少なくと
も備え、前記仰角調整手段でもって、前記送風手段による噴霧の上下方向を設定し、前記
回動軸でもって自動的に旋回運動することによって、前記打設コンクリートに噴霧可能と
したことを特徴とする、前記第１発明に記載の打設コンクリートの養生装置を提供するも
のである。
【０００９】
　また、本願の第３発明は、前記自走体に湿度センサを設け、該湿度センサの測定値に基
づいて、自走体の走行箇所又は走行速度を制御することを特徴とする、前記第１又は第２
発明に記載の打設コンクリートの養生装置を提供するものである。
【００１０】
　また、本願の第４発明は、前記自走体が、前記コンクリート表面から上方に間隔を設け
た位置から前記打設区間の幅方向に跨って延伸した載置台と、前記載置台の両側に設け、
前記打設区間の外縁部を走行する走行手段と、からなる、前記第１乃至第３発明の何れか
に記載の打設コンクリートの養生装置を提供するものである。
【００１１】
　また、本願の第５発明は、前記走行手段が、先行するコンクリートフィニッシャの走行
機構を兼用して走行するよう構成してある、前記第４発明の何れかに記載の打設コンクリ
ートの養生装置を提供するものである。
【００１２】
　また、本願の第６発明は、前記第１乃至５発明の何れかに記載の養生装置を用いたコン
クリート表面の養生方法であって、前記養生装置を前記コンクリート打設区間内で往復移
動させながら、自動的な旋回運動により前記打設コンクリートに噴霧することを特徴とす
る、打設コンクリートの養生方法を提供するものである。
【発明の効果】
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【００１３】
　本願発明によれば、下記に示す効果のうち、少なくとも何れか一つを得ることができる
。
（１）コンクリートの打設区間内で自動的に噴霧作業を行うため、安定した湿度管理を実
現でき、保水性を確保すべく別途養生マットを敷設する必要が無くなる。
（２）養生マットは、前記（１）に記載した保水性の確保に加えて、従来の散水の水圧に
よって生じる打設コンクリートの表面の荒れを防ぐ観点からもその敷設が要求されている
ところ、本願発明で用いる養生用の霧は、従来の散水と比較して打設コンクリート表面に
強い水圧を与えることが無い為、養生マットを敷設せずとも打設コンクリート表面を荒ら
すことが無い。
（３）養生マットの敷設作業にあたって、打設コンクリートがある程度固まるのを待つ必
要があるところ、本願発明では、コンクリートの打設作業とほぼ同じタイミングで湿度管
理が開始できる。
（４）養生マットの敷設・撤去作業、散水作業に対する人員確保、養生剤や養生マットの
購入費用、養生マットの産廃処分費用が不要となる。
（５）噴霧作業を機械制御することにより、人力よりも均一な散水、並びに安定した湿度
管理が可能となる。
（６）先行するコンクリートフィニッシャの走行機構を兼用した場合、噴霧装置の為に別
途走行機構を設ける必要が無く、より経済的である。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本願発明に係る養生装置の基本モデルを示す概略図。
【図２】本願発明に係る養生装置の構成を示す側面概略図。
【図３】本願発明に係る養生方法の実施例を示す概略図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、各図面を参照しながら、本願発明に係る養生装置及び養生方法の実施例について
説明する。
　なお、本願発明に係る養生装置は、屋内、屋外を問わず実施することが可能であるが、
より好ましくは、外気に影響を受けにくい条件（屋内などの閉塞空間や、風の少ない屋外
）において使用する場合、後述する噴霧装置による霧が打設コンクリートの表面付近で滞
留しやすいため、湿度管理が容易である点において好適である。
【実施例１】
【００１６】
＜１＞前提
　図１は、本願発明に係る養生装置の基本モデルを示す概略図である。
　本実施例に係る養生装置Ａは、トンネル内部において路面を構築する為にコンクリート
を打設した区間（コンクリート打設区間Ｃ）を養生するために用いるものである。
【００１７】
［コンクリートの打設・整形・仕上げ］
　本実施例では、養生装置Ａにおける噴霧・養生作業にやや先行する形で、コンクリート
の打設作業、若しくはコンクリートの打設作業に加えてコンクリート打設区間の整形作業
を適宜行っても良い。
　コンクリートの打設作業は、周知の手段を用いればよく、特段限定するものではない。
　コンクリート打設区間Ｃの整形作業は、機械又は人力等、周知の手段を用いればよく特
段限定するものではないが、本実施例では、コンクリートフィニッシャＢを用いるものと
する。
　コンクリートフィニッシャＢは、コンクリート打設区間Ｃのうち、コンクリートが打設
されたままの区間（未整形区間Ｃ１）を走行して、路面を整形した区間（整形区間Ｃ２）
へと遷移させる形式が一般的であり、周知の装置を用いることができる。
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　その他、コンクリートフィニッシャＢの走行機構は、レール式、キャタピラ式、タイヤ
式など周知の機構を採用することができるが、本願発明では何れかの機構について特段限
定するものではない。
【００１８】
　なお、コンクリートフィニッシャＢによる整形作業後、さらに人力等によって仕上げ加
工などを施す場合もあるが、本実施例では説明を省略する。
【００１９】
＜２＞養生装置
　養生装置Ａは、コンクリート打設区間周辺の湿度管理を行うための装置である。
　本実施例に係る養生装置Ａは、コンクリート打設区間Ｃを自動的に往復走行可能な、自
走体１と、前記自走体１に搭載し、少なくとも略鉛直方向を軸心として、自動的に旋回（
首振り）運動しながらコンクリート打設区間Ｃのコンクリート表面に噴霧可能な、噴霧装
置２と、を少なくとも含んで構成するものである。
【００２０】
＜３＞自走体
　図２は、養生装置の構成を示す側面概略図である。
　自走体１は、該自走体１に搭載した噴霧装置２を、コンクリート打設区間上で移動させ
るための装置である。
　自走体１は、コンクリート表面から上方に間隔を設けた位置から前記コンクリート打設
区間の幅方向に跨って延伸した載置台１１と、前記載置台１１の両側に設け、コンクリー
ト打設区間Ｃの両外側にある外縁部Ｄを走行する走行手段１２と、でもって構成すること
ができる。
【００２１】
　［載置台］
　載置台１１は、噴霧装置２や、給水タンク３、発電機４、受け皿５などのその他の搭載
装置を載置するための装置である。
　載置台１１は、鋼板や、鋼材を複数配置して一体化した平板状の部材等、周知の構造態
様を採用することができる。
　なお、本実施例では、幅方向に分割した分割体１１１、１１２をそれぞれ連結すること
により載置台１１を構成している。この場合、各分割体の長さを交換することで、コンク
リートの打設幅の伸縮に柔軟に対応することができる。
　また、給水タンク３と発電機４は各側端部近傍に設置して、適当な重量バランスとなる
ように設計している。
　受け皿５は、前記した噴霧装置２や、給水タンク３を載せる皿状の部材であり、噴霧装
置２や、給水タンク３からこぼれた水が打設したコンクリートの表面に落下することを防
止する。
　また、載置台１１には、適宜リブなどを設けて補強（図示せず）するなどして、噴霧装
置２やその他の搭載装置の重量に耐えうるだけの剛性を備えるよう設計する。
【００２２】
　［走行手段］
　走行手段１２は、前記載置台１１の両端の下方若しくは側方等に設けるものであって、
前記外縁部Ｄを走行するための装置である。
　本実施例では、コンクリートフィニッシャＢ用の走行機構（レール式）を兼用する態様
としてあるため、走行手段１２はコンクリート打設面の両外側に位置した外縁部Ｄに予め
設置してある、コンクリートフィニッシャ用の軌道レールを走行する機構としている。
　なお、本願発明は走行手段１２の走行機構をコンクリートフィニッシャＢの走行機構に
兼用させる点を必須の要件とするものではなく、タイヤ式、キャタピラ式など、周知の走
行機構を採用することができる。
【００２３】
［走行方向の切り換え制御］
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　自走体１は、コンクリート打設区間Ｃ内を往復するものであるところ、走行方向（往路
及び復路）の切り替えは、各種の方法を採用することができる。
　例えば、走行軌道上において、走行方向を切り換えたい位置にストッパを設置しておき
、走行体に設けたリミットスイッチとストッパとの接触によって、走行方向を切り換える
よう、構成することができる。
　その他、自走体１に赤外線などの近接センサを設けて、コンクリートフィニッシャＢや
前記のストッパ等との接近を検知した場合に、走行方向を切り換えるよう構成することも
できる。
　また、前記の切り換え方法と独立或いは併用する形で、載置台１１の底面などに設けた
湿度センサの値でもって、コンクリート表面の湿度が低い箇所を重点的に往来したり、自
走体の走行速度を遅くさせるよう、構成することもできる。
【００２４】
［走行速度の制御］
　また、前記自走体１の走行速度を可変とし、それらを自動制御自在に構成しておくこと
もできる。これらの値の制御は、現場の諸条件に応じて適宜設定すればよい。
【００２５】
＜４＞噴霧装置
　噴霧装置２は、前記自走体１に搭載して、コンクリート打設区間Ｃのコンクリート表面
に噴霧するための装置である。
　本発明の噴霧装置２は、少なくとも、コンクリート打設区間Ｃの幅方向に対して自動的
に旋回運動可能な構成を呈するものであれば、如何なる噴霧装置を用いても良い。
　なお、本実施例に係る噴霧装置２は、加圧水をノズル先端から噴出し、ファンによる気
流にのせて霧を放出する送風手段２１と、前記送風手段２１を略鉛直方向を軸心として回
動自在とした第１の回動軸２２と、前記送風手段２１を旋回させる第２の回動軸２３と、
前記第２の回動軸２３を上下に揺動させて仰角を形成する、アーチ型を呈する仰角調整手
段２４とを備えている。
　そして、仰角調整手段２４でもって送風手段２１による噴霧の上下方向を設定し、前記
第２の回動軸２３でもって自動的に旋回運動させることで、養生装置Ａの前面若しくは背
面の任意の位置に対して噴霧を実施する。
　噴霧装置２の旋回角度は、リミットスイッチなどの回転角度調整機構（図示せず）を設
けることで、任意に設定すればよい。
【００２６】
［噴霧条件の制御］
　また、前記噴霧装置２の風量及び水量を自動制御自在に構成しておくこともできる。こ
れらの値の制御は、現場の諸条件に応じて適宜設定すればよい。
【００２７】
＜５＞使用方法
　本実施例に係る養生装置Ａの使用例を、図３を参照しながら説明する。
　図３は、本実施例の養生装置Ａと先行するコンクリートフィニッシャＢの走行例とを示
す概略図である。
【００２８】
（１）整形開始（図３（ａ））
　開始線ＥからコンクリートフィニッシャＢを走行させて、コンクリート打設面Ｃの整形
を開始する。
　このとき、養生装置Ａは、コンクリートフィニッシャＢの後方で待機している。
【００２９】
（２）噴霧開始（図３（ｂ））
　コンクリートフィニッシャＢがある程度前進した時点で、養生装置Ａ内の噴霧装置２を
起動し、自動旋回による噴霧作業を開始する。このとき、噴霧方向を背面側としてある場
合には特段問題が無いものの、噴霧方向を前面側としてある場合には自走体１を停止させ
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た状態である程度噴霧を行ってから、自走体１１の走行を開始させ、開始部分の湿度ムラ
が起きないよう配慮してもよい。
　養生装置Ａ及びコンクリートフィニッシャＢはそれぞれ並行して各作業を進行すること
ができる。このとき、養生装置ＡとコンクリートフィニッシャＢとの間にストッパ５１を
適宜配置することができる。
【００３０】
（３）往路から復路への切り換え（図３（ｃ））
　自走体１に設けたリミットスイッチ（図示せず）がストッパ６１と接触することにより
、自走体１は走行方向を切り換えて、後方に進行する。このとき、養生装置Ａの後方にも
別途ストッパ６２を適宜配置しておき、自走体１の走行方向の再切り換えに備える。
　コンクリートフィニッシャＢは前進による整形作業を継続している。
【００３１】
（４）往路から復路への切り換え（図３（ｄ））
　自走体１に設けたリミットスイッチ（図示せず）がストッパ６２と接触することにより
、自走体１は走行方向を切り換えて、前方に進行する。
【００３２】
（５）まとめ
　上記の工程を適宜繰り返すことによって、整形区間Ｃ２に対して、自動的に噴霧作業が
実施されることとなる。
　本願発明によれば、噴霧作業が密に行われ、湿度管理が万全に行えることから、養生マ
ットの敷設作業等が不要となり、施工費用、人件費を低減でき経済的な施工が可能となる
。
【００３３】
（６）その他
　なお、本実施例では、自走体１の走行方向切り換えをストッパとリミットスイッチの組
合せにより実現しているが、前述の通り、自走体１に近接センサを用いる場合、ストッパ
の設置作業を省略することができ、更なる省人化が可能となる。
　また、湿度センサを組み合わせることで、コンクリート表面の湿度が低い箇所を重点的
に往来したり、走行速度を遅くさせることで、湿度管理をより徹底することもできる。
【実施例２】
【００３４】
　また、本願発明の養生装置は、スライドセントル（移動式トンネル型枠）によるコンク
リート打設後の養生装置として用いることもできる。この場合、養生装置Ａを構成する噴
霧装置２の噴霧方向を上下、左右に旋回自在に構成することで、トンネルの内周面の全面
に渡って噴霧することが可能となる。
【符号の説明】
【００３５】
Ａ　　養生装置
Ｂ　　コンクリートフィニッシャ
Ｃ　　コンクリート打設区間
Ｃ１　未整形区間
Ｃ２　整形区間
Ｄ　　外縁部
Ｅ　　開始線
１　　自走体
１１　載置台
１２　走行手段
２　　噴霧装置
２１　送風手段
２２　第１の回動軸
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２３　第２の回動軸
２４　仰角調整手段
３　　吸水タンク
４　　発電機
５　　受け皿
６１　ストッパ
６２　ストッパ
【手続補正書】
【提出日】平成24年1月23日(2012.1.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
打設したコンクリートを養生するための養生装置であって、
コンクリートの打設区間を自動的に往復走行可能な、自走体と、
前記自走体に搭載し、自動的な旋回運動により前記打設コンクリートに噴霧可能な、噴霧
装置と、からなり、
前記噴霧装置は、
加圧水をノズル先端から噴出し、ファンによる気流にのせて霧を放出する送風手段と、
前記送風手段を、略鉛直方向を軸心として回動自在とする第１の回動軸と、
前記送風手段を旋回させる第２の回動軸と、
前記第２の回動軸を上下に揺動させて仰角を形成する、アーチ型を呈する仰角調整手段と
、を少なくとも備え、
前記仰角調整手段でもって、前記送風手段による噴霧の上下方向を設定し、前記第２の回
動軸でもって自動的に旋回運動することによって、前記打設コンクリートに噴霧可能とし
、
前記自走体に設けたリミットスイッチと、前記自走体の走行軌道上に設けたストッパとに
の接触によって、前記自走体の走行方向を切り替えることを特徴とする、打設コンクリー
トの養生装置。
【請求項２】
前記自走体に湿度センサを設け、該湿度センサの測定値に基づいて、自走体の走行箇所又
は走行速度を制御することを特徴とする、請求項１に記載の打設コンクリートの養生装置
。
【請求項３】
前記自走体が、
前記コンクリート表面から上方に間隔を設けた位置から前記打設区間の幅方向に跨って延
伸した載置台と、
前記載置台の両側に設け、前記打設区間の外縁部を走行する走行手段と、
からなる、請求項１又は２に記載の打設コンクリートの養生装置。
【請求項４】
前記走行手段が、先行するコンクリートフィニッシャの走行機構を兼用して走行するよう
構成してある、請求項３に記載の打設コンクリートの養生装置。
【請求項５】
請求項１乃至４の何れかに記載の養生装置を用いた打設コンクリートの養生方法であって
、
前記養生装置を前記コンクリート打設区間内で往復移動させながら、自動的な旋回運動に
より前記打設コンクリートに噴霧することを特徴とする、
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打設コンクリートの養生方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、打設したコンクリート表面を養生するための養生装置及び養生方法に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　コンクリート整形施工後の表面クラックを防止する一般的な方法としては、コンクリー
ト打設面の周辺に散水を行って周囲の湿度を９０％程度に保つことで熱源を吸収し、コン
クリートの打設後に化学反応によって生じる発熱の内外温度差を低くしながら養生を行う
方法がある。
【０００３】
　コンクリート打設面への散水態様には種々の方法が考案されている。
　例えば、特許文献１に記載された散水車は、複数の散水孔を有し、車輌本体の側面に基
端部を回動可能に支承して他端を支持部材によって水平状態を保持するように張架するよ
う構成することで、養生中のコンクリート上に車輌を乗り入れることなく散水することを
可能とした発明である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１１６６７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上記従来の養生方法では、以下の様な問題のうち、少なくとも一つの問題を有
する。
（１）散水前にコンクリート打設面に対して養生材の散布、養生マットの敷設を行う必要
があり、さらに養生完了後にも、養生マットの撤去や廃棄処分を行う必要がある。
（２）コンクリート打設面周辺に対する湿度管理は、少なくとも打設後７２時間程度維持
させることが求められるため、定期的に人力による散水作業を行う必要がある。
（３）養生マットの敷設作業や散水作業は、打設したコンクリートがある程度固まってか
ら行う必要があるため、その待機時間分、作業が滞る場合がある。
（４）上記（１）による養生剤、養生マットの材料費、（１）及び（２）による人員の確
保、或いは（３）による施工工期の延長、等の各種要因に相当する施工費用の負担が避け
られない。
【０００６】
　すなわち、本願発明は、養生マットを敷設せずとも高湿度を持続でき、さらにより効率
的な湿度管理の実施が可能な、打設コンクリートの養生装置及び養生方法の提供を目的と
するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決すべくなされた本願の第１発明は、打設したコンクリートを養生するた
めの養生装置であって、コンクリートの打設区間を自動的に往復走行可能な、自走体と、
前記自走体に搭載し、自動的な旋回運動により前記打設コンクリートに噴霧可能な、噴霧
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装置と、からなり、前記噴霧装置は、加圧水をノズル先端から噴出し、ファンによる気流
にのせて霧を放出する送風手段と、前記送風手段を、略鉛直方向を軸心として回動自在と
する第１の回動軸と、前記送風手段を旋回させる第２の回動軸と、前記第２の回動軸を上
下に揺動させて仰角を形成する、アーチ型を呈する仰角調整手段と、を少なくとも備え、
前記仰角調整手段でもって、前記送風手段による噴霧の上下方向を設定し、前記第２の回
動軸でもって自動的に旋回運動することによって、前記打設コンクリートに噴霧可能とし
、前記自走体に設けたリミットスイッチと、前記自走体の走行軌道上に設けたストッパと
にの接触によって、前記自走体の走行方向を切り替えることを特徴とする、打設コンクリ
ートの養生装置を提供するものである。
【０００８】
　また、本願の第２発明は、前記自走体に湿度センサを設け、該湿度センサの測定値に基
づいて、自走体の走行箇所又は走行速度を制御することを特徴とする、前記第１発明に記
載の打設コンクリートの養生装置を提供するものである。
【０００９】
　また、本願の第３発明は、前記自走体が、前記コンクリート表面から上方に間隔を設け
た位置から前記打設区間の幅方向に跨って延伸した載置台と、前記載置台の両側に設け、
前記打設区間の外縁部を走行する走行手段と、からなる、前記第１又は第２発明の何れか
に記載の打設コンクリートの養生装置を提供するものである。
【００１０】
　また、本願の第４発明は、前記走行手段が、先行するコンクリートフィニッシャの走行
機構を兼用して走行するよう構成してある、前記第３発明の何れかに記載の打設コンクリ
ートの養生装置を提供するものである。
【００１１】
　また、本願の第５発明は、前記第１乃至第４発明の何れかに記載の養生装置を用いたコ
ンクリート表面の養生方法であって、前記養生装置を前記コンクリート打設区間内で往復
移動させながら、自動的な旋回運動により前記打設コンクリートに噴霧することを特徴と
する、打設コンクリートの養生方法を提供するものである。
【発明の効果】
【００１２】
　本願発明によれば、下記に示す効果のうち、少なくとも何れか一つを得ることができる
。
（１）コンクリートの打設区間内で自動的に噴霧作業を行うため、安定した湿度管理を実
現でき、保水性を確保すべく別途養生マットを敷設する必要が無くなる。
（２）養生マットは、前記（１）に記載した保水性の確保に加えて、従来の散水の水圧に
よって生じる打設コンクリートの表面の荒れを防ぐ観点からもその敷設が要求されている
ところ、本願発明で用いる養生用の霧は、従来の散水と比較して打設コンクリート表面に
強い水圧を与えることが無い為、養生マットを敷設せずとも打設コンクリート表面を荒ら
すことが無い。
（３）養生マットの敷設作業にあたって、打設コンクリートがある程度固まるのを待つ必
要があるところ、本願発明では、コンクリートの打設作業とほぼ同じタイミングで湿度管
理が開始できる。
（４）養生マットの敷設・撤去作業、散水作業に対する人員確保、養生剤や養生マットの
購入費用、養生マットの産廃処分費用が不要となる。
（５）噴霧作業を機械制御することにより、人力よりも均一な散水、並びに安定した湿度
管理が可能となる。
（６）先行するコンクリートフィニッシャの走行機構を兼用した場合、噴霧装置の為に別
途走行機構を設ける必要が無く、より経済的である。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本願発明に係る養生装置の基本モデルを示す概略図。
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【図２】本願発明に係る養生装置の構成を示す側面概略図。
【図３】本願発明に係る養生方法の実施例を示す概略図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、各図面を参照しながら、本願発明に係る養生装置及び養生方法の実施例について
説明する。
　なお、本願発明に係る養生装置は、屋内、屋外を問わず実施することが可能であるが、
より好ましくは、外気に影響を受けにくい条件（屋内などの閉塞空間や、風の少ない屋外
）において使用する場合、後述する噴霧装置による霧が打設コンクリートの表面付近で滞
留しやすいため、湿度管理が容易である点において好適である。
【実施例１】
【００１５】
＜１＞前提
　図１は、本願発明に係る養生装置の基本モデルを示す概略図である。
　本実施例に係る養生装置Ａは、トンネル内部において路面を構築する為にコンクリート
を打設した区間（コンクリート打設区間Ｃ）を養生するために用いるものである。
【００１６】
［コンクリートの打設・整形・仕上げ］
　本実施例では、養生装置Ａにおける噴霧・養生作業にやや先行する形で、コンクリート
の打設作業、若しくはコンクリートの打設作業に加えてコンクリート打設区間の整形作業
を適宜行っても良い。
　コンクリートの打設作業は、周知の手段を用いればよく、特段限定するものではない。
　コンクリート打設区間Ｃの整形作業は、機械又は人力等、周知の手段を用いればよく特
段限定するものではないが、本実施例では、コンクリートフィニッシャＢを用いるものと
する。
　コンクリートフィニッシャＢは、コンクリート打設区間Ｃのうち、コンクリートが打設
されたままの区間（未整形区間Ｃ１）を走行して、路面を整形した区間（整形区間Ｃ２）
へと遷移させる形式が一般的であり、周知の装置を用いることができる。
　その他、コンクリートフィニッシャＢの走行機構は、レール式、キャタピラ式、タイヤ
式など周知の機構を採用することができるが、本願発明では何れかの機構について特段限
定するものではない。
【００１７】
　なお、コンクリートフィニッシャＢによる整形作業後、さらに人力等によって仕上げ加
工などを施す場合もあるが、本実施例では説明を省略する。
【００１８】
＜２＞養生装置
　養生装置Ａは、コンクリート打設区間周辺の湿度管理を行うための装置である。
　本実施例に係る養生装置Ａは、コンクリート打設区間Ｃを自動的に往復走行可能な、自
走体１と、前記自走体１に搭載し、少なくとも略鉛直方向を軸心として、自動的に旋回（
首振り）運動しながらコンクリート打設区間Ｃのコンクリート表面に噴霧可能な、噴霧装
置２と、を少なくとも含んで構成するものである。
【００１９】
＜３＞自走体
　図２は、養生装置の構成を示す側面概略図である。
　自走体１は、該自走体１に搭載した噴霧装置２を、コンクリート打設区間上で移動させ
るための装置である。
　自走体１は、コンクリート表面から上方に間隔を設けた位置から前記コンクリート打設
区間の幅方向に跨って延伸した載置台１１と、前記載置台１１の両側に設け、コンクリー
ト打設区間Ｃの両外側にある外縁部Ｄを走行する走行手段１２と、でもって構成すること
ができる。
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【００２０】
　［載置台］
　載置台１１は、噴霧装置２や、給水タンク３、発電機４、受け皿５などのその他の搭載
装置を載置するための装置である。
　載置台１１は、鋼板や、鋼材を複数配置して一体化した平板状の部材等、周知の構造態
様を採用することができる。
　なお、本実施例では、幅方向に分割した分割体１１１、１１２をそれぞれ連結すること
により載置台１１を構成している。この場合、各分割体の長さを交換することで、コンク
リートの打設幅の伸縮に柔軟に対応することができる。
　また、給水タンク３と発電機４は各側端部近傍に設置して、適当な重量バランスとなる
ように設計している。
　受け皿５は、前記した噴霧装置２や、給水タンク３を載せる皿状の部材であり、噴霧装
置２や、給水タンク３からこぼれた水が打設したコンクリートの表面に落下することを防
止する。
　また、載置台１１には、適宜リブなどを設けて補強（図示せず）するなどして、噴霧装
置２やその他の搭載装置の重量に耐えうるだけの剛性を備えるよう設計する。
【００２１】
　［走行手段］
　走行手段１２は、前記載置台１１の両端の下方若しくは側方等に設けるものであって、
前記外縁部Ｄを走行するための装置である。
　本実施例では、コンクリートフィニッシャＢ用の走行機構（レール式）を兼用する態様
としてあるため、走行手段１２はコンクリート打設面の両外側に位置した外縁部Ｄに予め
設置してある、コンクリートフィニッシャ用の軌道レールを走行する機構としている。
　なお、本願発明は走行手段１２の走行機構をコンクリートフィニッシャＢの走行機構に
兼用させる点を必須の要件とするものではなく、タイヤ式、キャタピラ式など、周知の走
行機構を採用することができる。
【００２２】
［走行方向の切り換え制御］
　自走体１は、コンクリート打設区間Ｃ内を往復するものであるところ、走行方向（往路
及び復路）の切り替えは、各種の方法を採用することができる。
　例えば、走行軌道上において、走行方向を切り換えたい位置にストッパを設置しておき
、走行体に設けたリミットスイッチとストッパとの接触によって、走行方向を切り換える
よう、構成することができる。
　その他、自走体１に赤外線などの近接センサを設けて、コンクリートフィニッシャＢや
前記のストッパ等との接近を検知した場合に、走行方向を切り換えるよう構成することも
できる。
　また、前記の切り換え方法と独立或いは併用する形で、載置台１１の底面などに設けた
湿度センサの値でもって、コンクリート表面の湿度が低い箇所を重点的に往来したり、自
走体の走行速度を遅くさせるよう、構成することもできる。
【００２３】
［走行速度の制御］
　また、前記自走体１の走行速度を可変とし、それらを自動制御自在に構成しておくこと
もできる。これらの値の制御は、現場の諸条件に応じて適宜設定すればよい。
【００２４】
＜４＞噴霧装置
　噴霧装置２は、前記自走体１に搭載して、コンクリート打設区間Ｃのコンクリート表面
に噴霧するための装置である。
　本発明の噴霧装置２は、少なくとも、コンクリート打設区間Ｃの幅方向に対して自動的
に旋回運動可能な構成を呈するものであれば、如何なる噴霧装置を用いても良い。
　なお、本実施例に係る噴霧装置２は、加圧水をノズル先端から噴出し、ファンによる気
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流にのせて霧を放出する送風手段２１と、前記送風手段２１を略鉛直方向を軸心として回
動自在とした第１の回動軸２２と、前記送風手段２１を旋回させる第２の回動軸２３と、
前記第２の回動軸２３を上下に揺動させて仰角を形成する、アーチ型を呈する仰角調整手
段２４とを備えている。
　そして、仰角調整手段２４でもって送風手段２１による噴霧の上下方向を設定し、前記
第２の回動軸２３でもって自動的に旋回運動させることで、養生装置Ａの前面若しくは背
面の任意の位置に対して噴霧を実施する。
　噴霧装置２の旋回角度は、リミットスイッチなどの回転角度調整機構（図示せず）を設
けることで、任意に設定すればよい。
【００２５】
［噴霧条件の制御］
　また、前記噴霧装置２の風量及び水量を自動制御自在に構成しておくこともできる。こ
れらの値の制御は、現場の諸条件に応じて適宜設定すればよい。
【００２６】
＜５＞使用方法
　本実施例に係る養生装置Ａの使用例を、図３を参照しながら説明する。
　図３は、本実施例の養生装置Ａと先行するコンクリートフィニッシャＢの走行例とを示
す概略図である。
【００２７】
（１）整形開始（図３（ａ））
　開始線ＥからコンクリートフィニッシャＢを走行させて、コンクリート打設面Ｃの整形
を開始する。
　このとき、養生装置Ａは、コンクリートフィニッシャＢの後方で待機している。
【００２８】
（２）噴霧開始（図３（ｂ））
　コンクリートフィニッシャＢがある程度前進した時点で、養生装置Ａ内の噴霧装置２を
起動し、自動旋回による噴霧作業を開始する。このとき、噴霧方向を背面側としてある場
合には特段問題が無いものの、噴霧方向を前面側としてある場合には自走体１を停止させ
た状態である程度噴霧を行ってから、自走体１１の走行を開始させ、開始部分の湿度ムラ
が起きないよう配慮してもよい。
　養生装置Ａ及びコンクリートフィニッシャＢはそれぞれ並行して各作業を進行すること
ができる。このとき、養生装置ＡとコンクリートフィニッシャＢとの間にストッパ５１を
適宜配置することができる。
【００２９】
（３）往路から復路への切り換え（図３（ｃ））
　自走体１に設けたリミットスイッチ（図示せず）がストッパ６１と接触することにより
、自走体１は走行方向を切り換えて、後方に進行する。このとき、養生装置Ａの後方にも
別途ストッパ６２を適宜配置しておき、自走体１の走行方向の再切り換えに備える。
　コンクリートフィニッシャＢは前進による整形作業を継続している。
【００３０】
（４）往路から復路への切り換え（図３（ｄ））
　自走体１に設けたリミットスイッチ（図示せず）がストッパ６２と接触することにより
、自走体１は走行方向を切り換えて、前方に進行する。
【００３１】
（５）まとめ
　上記の工程を適宜繰り返すことによって、整形区間Ｃ２に対して、自動的に噴霧作業が
実施されることとなる。
　本願発明によれば、噴霧作業が密に行われ、湿度管理が万全に行えることから、養生マ
ットの敷設作業等が不要となり、施工費用、人件費を低減でき経済的な施工が可能となる
。
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【００３２】
（６）その他
　なお、本実施例では、自走体１の走行方向切り換えをストッパとリミットスイッチの組
合せにより実現しているが、前述の通り、自走体１に近接センサを用いる場合、ストッパ
の設置作業を省略することができ、更なる省人化が可能となる。
　また、湿度センサを組み合わせることで、コンクリート表面の湿度が低い箇所を重点的
に往来したり、走行速度を遅くさせることで、湿度管理をより徹底することもできる。
【実施例２】
【００３３】
　また、本願発明の養生装置は、スライドセントル（移動式トンネル型枠）によるコンク
リート打設後の養生装置として用いることもできる。この場合、養生装置Ａを構成する噴
霧装置２の噴霧方向を上下、左右に旋回自在に構成することで、トンネルの内周面の全面
に渡って噴霧することが可能となる。
【符号の説明】
【００３４】
Ａ　　養生装置
Ｂ　　コンクリートフィニッシャ
Ｃ　　コンクリート打設区間
Ｃ１　未整形区間
Ｃ２　整形区間
Ｄ　　外縁部
Ｅ　　開始線
１　　自走体
１１　載置台
１２　走行手段
２　　噴霧装置
２１　送風手段
２２　第１の回動軸
２３　第２の回動軸
２４　仰角調整手段
３　　吸水タンク
４　　発電機
５　　受け皿
６１　ストッパ
６２　ストッパ
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